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「子 どもの遊 び」にみ る「生 きた環境」の意味に関す る研究
遊びの志向性と遊び場所の関係について
A STUDY ON THE MEANING OF "LIVING ENVIRONMENT" FOR "CHILDREN'S PLAY" 
         A structure of the relationship between "intentions of playing" and "playing places"
粟 原 知 子*,熊 澤 栄 二**
Tomoko  AWAHARA and Eizi  KUMAZAWA
In this paper, we mainly  clarify a structure  of  "Living-environment" for children's play. We also investigate 
how children grasp places and environment through the play. The method of this study is questionnaires 
and interviews with elementary schoolchildren i  Tsubata town. Main conclusion is follows. 
 1) We make a proposal to divide children's plays into four types; purpose-intention, object-intention, 
 purpose and object-intention and anonymous-intention. 
2) We  clarify that four types of play and playing places are closely related. 
3) Especially "secret base  playing" which categorized into anonymous-intention f rms  "Living-environment".
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子 ども,遊 び,場 所,環 境,志 向性,津幡 町
1序
1-1本 研究の背景と目的







う子 どもの生活環境の変化,子 どもの心理状態の変化から 「子ども
の遊び」の問題を捉えている。さらに 「子どもの遊び」問題の原因
探求 と同時に,社 会学,教 育学における子どもの諸問題を改めて問
い直すことで,子 どもの生活改善,社 会問題の改善に努めている2}。
























4校区を対象とした 「アンケー ト調査」を企画,実 施 し,広範囲に
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選定 し,調査,分 析 を進めていった。
これら調査プロセスの流れを簡単にまとめると,小学校での幅広
い年齢層 と地域を対象 とした,ア ンケー ト調査によって現れた 「子
どもの遊び」とその 「場所」の特徴を探ると同時に,そ の特徴が指
し示す意味に関 しては,直 接子 どもとの対話による,「聞き取 り調
査」によって確認していく。これ らの碁礎的な作業を通して子ども
にとっての 「遊びの環境」が,延 いては 「生きた環境」が,ど のよ

















































まで選択 してもらったものを学年 ・男女別にまとめた 「遊び内容別
学年 ・男女比」である。まず,男 子については,各 学年とも 「ゲー
ム」「マンガ」「スポーツ遊び」に人気が集まっており,年齢による
遊び内容の違いはあまり認められない。それに対し女子は,低学年





表一3は全 国的に子どもの遊びを調査 した 「子どもの好きな遊び上
位10傑」7)と津幡町の 「子どもの好きな遊び上位10傑 」である










































表一4は,前 節の図一1で も示 した,平 成11年11月に津幡町の
小学校に通う児童を対象に行ったアンケー ト調査結果をもとに,男
女別,遊 び内容別に整理 し直したものである。質問は児童に好きな





























エーションなどの非生産的 ・消費的活動 とは区別され,後 者が遊
びといわれる。児童の場合にはそれほど明確に識別されぬが,歓
喜をもたらす活動である。」13)とされている。つまり 「子どもの遊
び」とは,大 人のそれと大きく異なる点として,純 粋に 「歓喜を
もたらす活動」であると言えよう。それでは,先 に記した 「目的」





「喜び」を求める際に 「遊び」に対 して行う行動,行為の 「向かう」先
が男子ならば 「目的」,女子ならば 「対象」であると解釈できる。即
ち,個 々の遊びにおける 「目的」あるいは 「対象」の割合は,そ の














前節では 「志向性」により子 どもの遊びを 「遊びの型」に分類 し
たが,さ らに詳しく遊び場所を対応させるため,ア ンケー ト調査を
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行った。アンケー トは,21項目の遊びに対して遊び場所を 「家の中」,
「家の外」,「どちらも」の大きく3項 目か ら1つ選択 してもらい(ア
ンケー ト①),続いて具体的な16項目の遊び場所の中から,遊びと関
係の深い場所を選んでもらう形式(ア ンケー ト②)の2種 類を実施し
た。アンケート調査概要は表一1に,ア ンケー ト①の調査結果に関し
ては以下図一2に,ア ンケー ト②に関 しては次節の図一3に示す。
図一2は アンケー ト①の結果を棒グラフ化 し,「遊び」に対する
「場所」の選択を,「家の中」「家の外」「どちらも」の3種の回答に
よって配列し直したものである。縦軸の 「遊び」の項 目に対 して,
上端から 「家の中」との選択割合が多い順に配列した 「a.「家の中」





























体的な 「場所」と 「遊びの型」との対応を調査したアンケー ト② を
もとに,「遊び」と 「場所」の関係性を考察することにする。
3-2遊 びと場所の関係性
アンケー ト②の結果をもとに 「遊び内容」に対して,よ り詳細な
「遊び場所」との対応を折れ線グラフとして表したのが図一4で ある。
「目的志向型の遊び」である 「ゲーム」遊びの場合は 「家の中」,「つ
り」の場合は 「川 ・池」というように,「遊び」に対 して 「場所」の
選択項目が少なく,屋内外共に,ご く限 られた特定の場所でのみ遊
ばれている様子が伺える。一方 「対象志向型の遊び」の 「草花遊び」
























ついては,遊 びの 「対象物」(道具)を通 して 「目的」を達成する遊














しかし 「非志向型の遊び」の場合には他の3つ の 「遊びの型」と
異なり,遊びと場所の関係が 「偶然的」(あるいは突発的)で ある。
遊ぷ中において,子 どもは予期しない遊びの 「対象」や 「場所」を発
見し,それとともに 「場所の意味」が変化し流動していく。即ち 「非
志向型の遊び」とは,多 くの場所に 「意味を持たせる」ような遊び,














































表一7は1人 の回答者が,「お しゃべり」あるいは 「ひみつきち遊
び」に対 して,具 体的な遊び場所を何項目選択 したか,そ の 「選択
項目数」を表したものである(アンケー ト②より)。「おしゃべり」に
おいては,遊 び場所として3項 目選択 した人が30%,次いで1,2,
4,15項目選択した人が10%前後あり,「おしゃべり」に対 し,たく
さんの遊び場所を持っていることがわかる。これに反し,「ひみつき
ち遊び」においては1項 目選択 した人が67%,次いで2項 目選択 し
た人が21%であり,ひみつきち遊びに対する遊び場所の数は少ない
と言える。しかし図一4に よれば,遊 びをするのに相応 しいとした
場所は両者とも多様である。
このことから,1つ の遊びとして場所をみれば,両 者とも場所は
多様であるが,個人 にとって 「お しゃべり」は場所に固執 しない遊
びであり,一方 「ひみつきち遊び」は場所にこだわる遊びであると
考えることができる。つまり 「場所」という視点から論ずる場合,
木下においても子 どもにとっての 「発見」とは,子 どもの独自の世
界を構築する場合の契機 となり得ることを指摘していると言えよう。
「秘密基地づ くり」を通して,子 どもは自分の 「場所の確保」「独自





















術請化し,遊 びの 「志向性」に即 して 「目的志向型の遊び」「対象
志向型の遊び」「目的かつ対象志向型の遊び」「非志向型の遊び」と
して遊び現象を分類することを提案した。




などの 「中間的な遊び」に対 しては,遊 び場所に対する限定が弱
いという,「遊び」と 「遊び場所」 との間の構造を明らかにした。
5》「非志向型の遊び」である 「おしゃべ り」と 「ひみつきち遊び」に








調査にご協力頂いた井上 小学校,太 白台小学校,中 条小学校,津
幡小学校教員の方々,学童保育,あ しの子クラブ,第2あ しの子ク




















































12)「聞き取 り調査」で得られた 「ひみつきち遊び」の内容 として 「何か遊んでいる」「棒
を集める」「石をなげる」「木の棒で何かする」「基地を創って壊れるのがおもしろい」
「ただ遊ぶ」「何かガラクタを探す」などの発 言が多く特定の目的,対象を見出す こと



















なかった問題.即ち.子どもの 「遊び」により 「場所」「環境」がどのように 「遊び場
所」として決定されるのか,その過程について考察の力点をおいている。
17)「目的志向型の遊び』「対象志両型の遊び」について,「場所」が限定されていることを
指摘したが,両者における場所の限定のされ方は異なっていると考えられる。「対象志
向型の遊び」の場合は 「目的志向型の遊び」に比べ,「場所」の選定要因が 「対象物」に
起因することが考えられるが,この論に関しては今後 さらに詳しく調査していきたい。
(2001年12月10日原稿 受理,2002年5月23日採用決 定)
一181一
